
《いじめ撲滅標語大賞作品》 

○ 心の傷 消しても消えない 傷跡が 

○ 見直そう いじめじゃないの？ その行為 

○ 君にあれ いじめを止める その勇気 

 

 

 

日立市立泉丘中学校 

Ⅰ 実 践 

１ 研究主題「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることができる生徒の育成」 

（１）主題設定の理由 

本校では，「自らを高め 力のある人間となれ －自ら学び 自ら律し 自らを鍛える－」を教育目標と

し，その目標を具現化するために，「確かな学力の向上」「健康安全・体力づくり」そして，人権教育にも

つながる「心と命の教育の推進」の三つの柱が立てられている。また，教育目標達成のための方策として，

六つの基本方策が掲げられているが，その方策の中の一つにも「命を大切にし，豊かな心や人権意識を育

む教育の推進」とある。この基本方策を受け，命を大切にし，豊かな心を育むための一歩として，まず，

自分と他人を大切に思い，認めることができる生徒の育成が必要ではないかと考え，研究主題を設定した。 

（２）研究の内容 

ア 全校参加での人権教育の取り組み 

   イ 道徳の授業を通して人権の意識を高める 

 

２ 実践内容 

（１）全校参加での人権教育の取り組み 

ア いじめ防止フォーラムの実施 

互いを尊重し，思いやりのある行動がとれる態度を育てること，そして，「いじめ」について一人一人が

考えることをねらいとし，１１月に「いじめ防止フォーラム」を行った。昨年度は，「いじめはなぜ起こる

のか，どうすればいじめを防ぐことができるのか」について考えたが，その際に「いじめ防止のための丘

中宣言」を採択した。２，３年生に昨年度，採択した丘中宣言が守られているかどうかを見直すアンケー

トを実施したところ，９１％の生徒が守られていると回答した。そこで，今年度は，「いじめをさせないた

めに何が出来るか」について，話し合い，考えることで，さらに人権意識を高めることができた。当日は，

生徒会によるプレゼンテーション，各学年の代表生徒によるパネルディスカッションを行い，昨年度の「い

じめ防止のための丘中宣言」にもう一つ宣言を加えることを採択した。 

   

〈いじめ防止フォーラムの様子〉 

 

この「いじめ防止フォーラム」を受けて，さらに人権に対する意識を高    

めていきたいと考え，図書委員会で１月から３月に実施予定である朗読会に，

人権に関する作品を取り入れ，人権について考える機会を増やす予定である。 

                                             

 

イ いじめ撲滅標語 

一人一人がいじめについて考える時間を持つ      

ことが大切と考え，生徒会がいじめ撲滅のための標

語を募集した。各学級で，いじめをなくすためには，

どうすればよいか話し合った後，それぞれの考えを

標語に表した。その中から，心に響いたものを選出

し，「いじめ防止フォーラム」で表彰を行った。 
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【丘中宣言】 

１ いじめは絶対に許さないという雰囲気を作ります。 

２ いじめを見て見ぬふりをしないという強い意志を持ちます。 

３ 痛みの感じ方は人により目盛りが違うという意志を持ち、自

分中心の考え方を改めます。 

４ 人はみんな平等で、一人一人が大切な存在だと感じる心

を持ちます。（H25付加） 

〈朗読会の練習風景〉 



【生徒の感想】 

・自分の気持ちを人にぶつけてしまっていることがあるなあ

と気付きました。 

・いじめが何で起こるのかについて考えることができました。

これからそういうところを見たら声をかけられるようにな

りたいと思いました。 

・これから人にぶつけたりしないようにしようと思いました。 

【生徒の感想】 

・今日の授業で，命とは一番大事なものだと改めてわかりました。

何気ない毎日がキセキなんだなと思いました。 

・一つの自分勝手な行動で，大勢の人々の命がなくなると思うと

すごくこわくなります。人の言うことを素直に聞く「判断力」

も大切だと思いました。命は，大切にしなければいけないこと

を改めて感じました。 

・「命は簡単になくならない」じゃなくて，「命は簡単になくなる

ものだ」と分かりました。これから大切にしたいと思います。 

 

（２）道徳の授業を通して人権の意識を高める 

ア  全校道徳 

教育目標にも掲げられている「命の大切さ」

を考えるために，「スクープ写真」「生きるつ

とめ」を題材にして，全学年 で道徳の授業を

行った。どちらの題材も，自分の一時的な感

情で，衝動的に行動してしまったことにより，

命を落としてしまったり，今までの丈夫な体

をもつ自分ではなくなってしまったりする内

容である。しかし，起こってしまった出来事

から「命」は，当たり前にあるものではなく，

大切なものだと気づかされる作品である。その作品にふれることで，自分がかけがえのない存在であるこ

とや自他の生命の重さについて考えるよい機会となった。 

   イ 学級道徳 

a 「いじめ」の原因について 

自分の気持ちを，楽しい・嬉しいなどのプ

ラスの気持ちと嫌だな・いらいらするなどの

マイナスの気持ちで表してみると，誰もマイ

ナスの気持ちを持っていることに気付く。そ

のマイナスの気持ちを発散する方法が色々

あるが，その中の一つに，人にぶつけてしま

うことがあるということを認識することが

できた。その人にぶつけてしまう行動が，一対一ではなく，一対大勢になった時，いじめにつながっ

てしまうことに気付くことができた。 

b 「友人のよさを発見しよう」について 

ほとんどの生徒が，自分のよいところ５つを挙げることが出来なかった。そこからも自己肯定感が

持てていないことが分かる。そこで，各クラスで，全員のよいところを１~２週間かけて見つけ，そ

れをメッセージとしてまとめ，本人のもとへ届くようにした。 

        
          《よさをまとめたメッセージ》 

３ 成果 

「いじめ防止フォーラムの実施」や「いじめ撲滅標語の作成」から，一人一人が「いじめ」について向き

合い，いじめをさせないために自分たちがどう行動したらよいかを真剣に考え，「人はみんな平等で、一人

一人が大切な存在だと感じる心を持ちます。」という新たな宣言を採択することができた。「全校・学級道徳」

でも，命の大切さや相手を思いやる大切さを学ぶとともに自分の良さを確認することで，自己肯定感を得る

ことができた。 

Ⅱ 今後の課題 

「いじめ防止フォーラム」や「道徳の授業」を通して，人権に対する意識を高めることができた。今後はそ

の意識を持ち続けながら，自分の生活で実践できるかが課題となってくる。その課題を解決していくためには，

生徒一人一人が人権について考え，向き合える機会を継続して取り入れ，それを行動に移せる環境を作ること

が大切である。今後も，生徒中心の活動を考えていくとともに，教師間でも人権教育に対する意識を高められ

るよう研修をし，日々の生活の中で指導を行っていけるようにしたい。 

Ⅲ 人権コーナーの設置 

  人権コーナーとして「心と命の教育」を作成した。人権に関するメッセー

ジやいじめ防止フォーラムで採択された「丘中宣言」，「いじめ撲滅標語」な

どを掲示することで，継続して意識させるようにしている。今後も，生徒の

人権意識を啓発するような掲示をしていきたい。 
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【生徒の感想】 

・「私は良いところなんてない」と思っていたけれど，「私に

も良いところがあるんだ」と思いました。 

・きちんと見てくれる人は，見てくれていて嬉しかったです。 

・いらいらした時でも，自分を嫌いにならないでいきたいで

す。性格をみがいたほうがいいのかなと思いました。 

人権コーナーの様子 


